
令和５年度第 2 回学校関係者評価委員会議事録 

 

日 時：令和５年１１月１５日（水）13：00～14：46 

 

場 所：千葉経済大学 大会議室 

 

出席者： 

1 佐久間 勝彦 理事長・大学学長・短期大学部学長・高校校長 

2 吉田 悦教 常任理事・特任教授 

3 佐久間 美羊 副理事長・短大副学長・教授 

4 山浦 裕幸 大学副学長・経済学部長・教授・理事・評議員 

5 横山 洋子 短大こども学科長・教授・評議員 

6 山口 博 法人事務局長・大学・短期大学部事務局長・理事・評議員 

7 鹿島 富士夫 千葉経済大学同窓会会長・評議員 

8 堀井 満美 千葉経済大学短期大学部同窓会会長・評議員 

9 秋元 浩 千葉経済大学附属高等学校同窓会会長・評議員 

10 伊敷 郁恵 千葉経済大学父母の会会長・評議員 

11 鈴木 英史 千葉経済大学短期大学部後援会会長・評議員 

12 片桐 健太郎 千葉経済大学附属高等学校父母の会会長・評議員 

13 畠山 一雄 ㈻畠山学園理事長・評議員 

14 茂手木 直忠 医療法人社団直心会理事長・校医・産業医・評議員 

15 影山 美佐子 短大ビジネスライフ学科長・教授・理事・評議員 

16 山田 清實 元伊藤忠エネクス取締役会長・評議員 

17 勝又 隆一 勝又自動車株式会社 代表取締役社長・評議員 

18 山口 和夫 ㈱さつま屋社長・評議員 

19 村松 重彦 ㈻聖メリー学園・小ばと幼稚園理事長、園長・評議員 

20 石渡 哲彦 株式会社千葉銀行顧問・評議員 

21 佐久間 道子 評議員 

22 粟沢 尚志 教授・評議員 

23 藤代 謙二 ㈱ちばぎん総合研究所顧問・評議員 

24 藤生 裕 大学経済学科長・教授・評議員 

25 佐久間 達郎 評議員 

26 積田 悟 前高校副校長・評議員 

27 嶋田 和雄 ㈱グランドアール取締役・評議員 

28 青柳 俊一 ㈱千葉興業銀行会長・学園監事 

29 植松 省自 税理士法人京葉会計事務所代表社員・学園監事 



１．開会のあいさつ 

 

２．理事長あいさつ 

 

議題 

【１】令和５年度補正予算について 

議長の指名により、石井 伸 会計課課長代理から､別添１「令和５年度資金収支補正予

算書・事業活動収支補正予算書」に基づき、創立９０周年記念の経費、資金運用管理規程

の変更に基づく新規の運用、大学の若松校地の売却及び大学の小間子校地の強風被害の予

算についての説明が行われた。 

 

【２】令和６年度千葉経済学園予算編成方針について 

議長の指名により、吉田 悦教 常任理事から、令和６年度千葉経済学園予算編成方針に

ついて、資料１に基づき説明がなされた。 

 

【３】千葉経済大学附属高等学校の令和４年度学費について 

議長の指名により山口 博 法人事務局長から、別添２「千葉経済大学附属高等学校令和

６年度学費（案）」、資料２「令和５年度 千葉県内私立高校初年度納付金一覧」に基づ

き、学費を据え置くことについて説明が行われた。 

 

【４】その他（報告事項等） 

議長の指名により､飯島 一生 高等学校副校長より高等学校の近況報告があった。 

①今年度の１年生から全員タブレットを購入して ICT 教育をスタートしております。学

内施設の方も Wi-Fi 環境を整え、研修も頻繁に行いながら進めております。 

②学校行事では、９月８日（金）、９日（土）の２日間で文化祭を４年ぶりに通常開催し

ました。１日目は台風の影響で半日中止となりましたが、２日目は、家族や学校見学の中

学生を迎えて、盛会に開催いたしました。修学旅行は、２泊３日の期間で九州の予定を関

西に変更し今、２年生が行っております。来年度は、予定通り九州の方へ行けるものと思

っています。 

③進路の方で、就職は一般企業へ５名の者が内定、公務員（千葉県職員、消防、警察）へ

６名の者が１次を通過しており、採用が決まってくれることを期待しています。また、進

学をするものでは附属高校推薦の方で、大学に５１名、短大ビジネスライフ学科２３名、

こども学科８名、合計８２名が１１月５日に附属高校推薦入試を受験しています。全員合

格を期待しています。 

 

④部活動では、運動部で、バスケットボール部がウィンターカップに２年連続で出場と言

うことで上位進出を目指してこれから頑張ってくれると思います。野球部は、秋の大会で



ベスト８となり着実に力をつけております。 

 

 

・意見 

学問を志す、導きが出来る先生の確保が、小さい学校のなかにおいて大切なこと。指針を

しっかりたてて、学生・生徒が減っても経営基盤が盤石となるように、補助金や生徒納付金

の見直しを考えながら、この環境を継続できるように盛り上げて行くべきだと言う意見が

あった。 

 

 

 


